
7 . 水 田の総 合利 用につい て

一裏作物の刈取時期別収量といね背苗様式別の移植晩限
一

1.操 題の背景

わが間の食地供1カ歩!地の一真をになう本県において、さきに食純供給碁地ホ大押を策定 し

続 の々施策を構じてきたところであるが最近の社会、経済的な情勢の変化かヽ呉キiまきびしい

状況にrttiしてぃる。このようなことから本県の主要求田地帯における左田の構争本」用を函る

ことは極めて重要な重要問題である水間の徳台利用のねらいは土聴伝幹病害虫の回避、地力の

維持向,ほかつ件付作日の生産性向生にあるじ

こあ水田総合'利用の一環として肝お事作物の選た と差作水f語の磯積移和栽培での移植晩限

について検討した。もとより特異気象下における単年既の試岳1であり、今後 さらに検討を要

するが機械移植栽培でのこの種の試験がなく課題の緊急、性を考慮しあえて成果の一部を参考

に供する。

2.社 術の内容

(1)築 作物の種類とX」取時期別収斗

O 青 刈作物としては、ジイムギ. fタ リアンライグラスが各時期とも多収を示したt■

月末でライムギで 57～ 401、 イタリアンライクラスもほぼ同程度の収予をあげうる。

また5月 10月 Xけでは 51L(上 得られた。この場合稲立毛間番と市刈後の推地描 (10

月 5日 )で収旨姜はなかっrt。

O ミ ノリムギの6月 10局 刈の収やは戒熱辞」対比 80%も あり千粒重も,3夕 で般実と

し″利用可能、成熟湖刈でに【穂被増からSS3K/106の 多1又を得た。

9 水 締の市苗様式別移梅の晩限

移植当初の気象変動著 しく、しかも地力苫もあって移植則と収最品質とは半行しなかっ

た。 しかし、 ト コニシキでは 6月 15日 以降遅れるにつれ収皆品質が低下したがハ ヤニシ

ヤは6月 25日 植えの株げfで青米う増加 ヨ々向が認められたのであるじ

したがって干F苗様式別移植晩限については出穂f団が安全昨翔 内にあるか否かに主限をお

いて決定した (平年のL「t和塊限はハヤニシキ8月 20日 トヨニシキ3月 15日 頃 )

(D 育 苗日教 17～ 20日 の構f百ではハヤニツキで6月 17日 、 トヨニシキは 5月 27日

頃が1究限とみられる。

○ 中 高では、ハヤニシキで 6月 20日 、 ト ヨニシキでは6月 5日 と構商に比し9日遅 く

まで可能である。

③ 天 一パーポ ブト占は荷苗菅Fとに出題を成すが両品様とも///少保温折喪育前の中苗に比
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べ晩植適応性は高いとみ られた。

③ 成 苗の場合は、院生品種の トヨニシキでも 6月 10月 頃迄は配植限界内に入る。

以上のことから大麦の製実千‖用の早限を 6月 10月 とすれば水稲作期の晩限から トヨニ

シキでは成苗のみ導入可能で推械移植では導入 し得ない。しかし早生のハヤニシヤを作付

すればれをまでも大文美取栽培跡に対応出来る。 さらに中高、ハi―パーポ ノト苗利用によ

ってより作期r門が拡大 しまだ代糸期刈に対応 しうることが後述の試験から判坊した。

鼻 普 及上の留意点

11)i芭応地帯は花巻以商の平担教を対象とする命

(2)濯 排水が自由に出来る水観を選ぶこと。

襲作物ではとくに春先の融雪水に注着すると共に表作水稲では一般水田に比 し、出穂が

遅延するので遅 くまで簿水可能水 田であること。

13Ⅲ 晩 橋、嘘1直は高温時育苗 となるため、首が歌調'と最傾向 となり易いので、育苗官理には

十分注意 し健首青成につためる。

14)よ 部については、傑地での試験であるので実策の裏作跡地では戒培抽手段によって強功

による出穂遷死を来たさないようにする。載培手ジの一方途である施,4最は青XJ作均跡チ越

では残劫を考慮し元肥N10～ 15%rtま た装取大麦跡地!ま逆に元1巴Nを 10～ 15%位

指肥するなどの加叔 を壕する。

4 訂 また戒績の粒要

1lⅢ 異 作物の刈取時期別収量 (県 幅分場 昭 40)              、

0 供 試条件および耕種概要
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③ 実 取大文の生育調査
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図5 移 植期対出穂瑚
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技された問題点

1lⅢ 裏 作物の省力安定多収栽培技術の筋立

(と くに実取大文を主として め

12)裏 作跡地における表作水締の安定職培法の確立

(班,番、晩植適応性品種の選定、育苗法、料起整地法、密反対施Ⅲ巴と などめ
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